なに か 妙な 工合で、 二人とも ちょっと 口が 利け ません 

でした。 

四 五 秒た ちました。 正子 は ゆらり と 上体 を 動かし ま 

した。 

「御免下さい。 兄さんが 来て るかと 思いまして …… ご 

その 兄さんの こと も、 どうで もよ いような 調子で し 

たが、 坪 谷 は あわてて 口 を 利き だしました。 

「あ、 兄さんで すか。 おいでになりません が …… まあ 

お上りなさい。 さあ、 どうぞ。 今ね、 配給の 焼酎 を やつ 

てると， ，- ろです が 。」 

彼 は 殆んど 相手な しに 饒舌って いました。 もう 正子 



うご 

それ も、 直吉の 予期し ない 言葉でした。 

「君の 愛情が どんな もので あるか、 また、 妹の 愛情が 

どんな もので あるか、 それ は 僕の 知った ことで ありま 

せん。 然し、 お 互の 同情から 出た ものである とすれば、 

そんな 結婚 は 滑稽です。 僕 は 率直に 言います が、 跛の 

女と 火傷の 男と は 好一対 かも 知れません が、 単に それ 

だけの 理由の 結婚なら、 全く 滑稽と いうより 外 はあり 

ません。 そういう 好一対 は 世間の 物笑いの 種になる だ 

けです o I 

不思議な ほど、 亮 助の 言葉 は 整然として いました。 



まるで 文章で も 暗誦し てるような 調子でした。 冷静に 

考えて か、 或は 激昂の 熱に 浮かされて か、 とにかく 幾 

度 も 心のう ちで 練り直され たもので、 そして そのため 

に 却って、 生きた 脈搏 〔# 「脈搏」 は 底本で は 「脈 博 匕 を 

失って る ものの ようでした。 直吉 はた だ 呆然と して、 

別に 大した 衝撃 も 受けず、 弁解す る 気にさえ なり ませ 

ん でした。 

彼 は 静かに 言いました。 

「外に まだ 何 かお ありでしょう かご 

「それだけで すごと 言つ て 亮助は 直吉を 見つめました _ 

「そんなら、 すべて あなたの 誤解です し、 ばかばかし 
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